
音
楽
文
化
の
発
展
を
願
う

新
日
鉄
の
メ
セ
ナ
活
動

新
日
鉄
は
1
9
9
0
年
、
新
日
鉄
創
立
20

周
年
と
新
日
鉄
コ
ン
サ
ー
ト
放
送
35
周
年
を
記

念
し
て
新
日
鉄
音
楽
賞
を
設
け
、
日
本
の
音
楽

文
化
の
振
興
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
本
年
4
・

5
月
に
は
紀
尾
井
ホ
ー
ル
を
本
拠
と
す
る
レ
ジ

デ
ン
ト
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
紀
尾
井
シ
ン
フ
ォ
ニ

エ
ッ
タ
東
京
が
、
日
本
か
ら
米
国
へ
の
桜
寄
贈

百
周
年
を
記
念
す
る
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
主
要
4

都
市
で
の
公
演
に
招
聘
さ
れ
、
日
米
友
好
の

懸
け
橋
と
し
て
大
き
な
成
功
を
収
め
た
。
新

日
鉄
の
三
村
明
夫
会
長
は
、
音
楽
賞
贈
呈
式
で

次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

「
お
二
人
の
受
賞
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
本
賞
の
創
設
以
来
、
毎
年
素
晴
ら
し

い
方
々
が
受
賞
さ
れ
、
そ
の
後
も
期
待
に
違
わ

ぬ
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く

思
い
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
皆
様
に
演
奏
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、
日
本
の
音
楽
家
の
優
れ
た

芸
術
が
国
際
的
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
当
社
は
本
賞
な
ら
び
に
公
益
財
団
法

人
新
日
鉄
文
化
財
団
を
通
じ
た
音
楽
支
援
を
社

会
貢
献
活
動
の
柱
と
し
て
、
さ
ら
に
活
動
を
深

化
拡
大
さ
せ
、
日
本
の
音
楽
文
化
の
よ
り
一
層

の
発
展
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
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贈呈式で挨拶する新日鉄・三村明夫会長

拍手で迎えられる萩原麻未氏

トロフィーを贈られる室井摩耶子氏

第
22
回
新
日
鉄
音
楽
賞

贈
呈
式
・
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

第
22
回
新
日
鉄
音
楽
賞
の
贈
呈
式
・
受
賞

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
7
月
9
日
、
紀
尾
井

ホ
ー
ル（
東
京
・
千
代
田
区
）で
開
催
さ
れ
た
。

将
来
を
期
待
さ
れ
る
優
れ
た
演
奏
家
に
贈

ら
れ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
賞
に

萩
原
麻
未
氏（
ピ
ア
ノ
）、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
を
中
心
に
音
楽
文
化
の
発
展
に
大
き
な

貢
献
を
果
た
し
た
個
人
に
贈
ら
れ
る
特
別

賞
に
室
井
摩
耶
子
氏（
ピ
ア
ノ
）が
輝
い
た
。

新
日
鉄
は
音
楽
メ
セ
ナ
活
動
を
通
じ
て
、

日
本
の
音
楽
文
化
の
よ
り
一
層
の
発
展
と

将
来
を
期
待
さ
れ
る
音
楽
家
の
さ
ら
な
る

活
躍
を
支
援
し
て
い
く
。



「
ア
ダ
ー
ジ
ョ 

ロ
短
調
K
V
5
4
0
」
の
演
奏

後
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
好
本
惠
氏
と
音

楽
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
新
日
鉄
音
楽
賞
選
考
委

員
の
富
永
壮
彦
氏
が
、
室
井
氏
の
音
楽
人
生
に

迫
っ
た
。
富
永
氏
は
室
井
氏
の
中
学
時
代
か
ら

の
活
躍
ぶ
り
を
知
る
旧
知
の
間
柄
で
、「
気
が
緩

ん
で
漫
然
と
時
を
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
、
3
年
前
に
室
井
さ

ん
か
ら
い
た
だ
い
た
『
生
き
て
い
る
間
は
生
き
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
』
と
書
か
れ
た

は
が
き
を
読
み
返
し
て
『
ま
だ
若
い
の
に
何
し

て
い
る
の
！
』
と
叱
咤
激
励
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す（
笑
）」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
。
室

井
氏
は「
無
機
的
な
ピ
ア
ノ
の
音
が
ど
う
し
て
人
々

を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
の
か
。
こ
の
歳
に
な
っ
て

も
不
思
議
な
こ
と
が
多
す
ぎ
て（
笑
）」
と
来
場

者
に
語
り
か
け
、
演
奏
を
交
え
て
音
楽
の
神
髄

の
一
部
を
解
き
明
か
し
て
い
っ
た
。

さ
ら
な
る
高
み
を

目
指
し
て

続
く
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
萩
原

氏
が
初
々
し
い
白
い
ド
レ
ス
か
ら
シ
ッ
ク
な
黒

い
ド
レ
ス
に
着
替
え
て
登
場
。
パ
リ
を
拠
点
に

研
鑽
を
重
ね
つ
つ
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し

て
演
奏
活
動
を
展
開
し
て
い
る
萩
原
氏
ら
し
く
、

フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
作
曲
家
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

と
メ
シ
ア
ン
の
曲
や
、
故
郷
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ

の
想
い
を
胸
に
人
生
の
多
く
を
フ
ラ
ン
ス
で

過
ご
し
た
シ
ョ
パ
ン
の
ソ
ナ
タ
を
熱
演
し
た
。

み
ず
み
ず
し
い
若
さ
溢
れ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
を
心

ゆ
く
ま
で
堪
能
し
た
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手

が
わ
き
上
が
り
、
第
22
回
新
日
鉄
音
楽
賞
贈

呈
式
・
受
賞
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
は
幕
を
閉
じ
た
。
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若
手
の
ホ
ー
プ
と

卒
寿
の
現
役
ピ
ア
ニ
ス
ト

フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
賞
の
萩
原
氏
は
、

広
島
音
楽
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
文
化
庁
海
外

新
進
芸
術
家
派
遣
員
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
。

パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
修
士
課
程
を
首
席
で
卒

業
し
、
2
0
1
0
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
ピ
ア
ノ
部
門
で
日
本
人
と
し
て
初
優
勝
、

同
コ
ン
ク
ー
ル
8
年
ぶ
り
の
優
勝
者
と
な
り
大

き
な
注
目
が
集
ま
っ
た
。
国
内
で
は
11
年
11
月
、

紀
尾
井
ホ
ー
ル
で
デ
ビ
ュ
ー
・
リ
サ
イ
タ
ル
を

行
い
、
深
い
洞
察
力
と
豊
か
な
音
楽
性
に
彩
ら

れ
た
演
奏
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
贈
呈
式
で
ト

ロ
フ
ィ
ー
と
副
賞
を
贈
ら
れ
た
萩
原
氏
は
次
の

よ
う
に
喜
び
を
語
っ
た
。

「
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
光
栄

で
す
。
歴
代
の
受
賞
者
の
方
々
を
思
う
と
、
受

賞
の
重
み
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

ピ
ア
ノ
演
奏
を
通
し
て
素
晴
ら
し
い
作
品
を
広

め
て
い
く
一
助
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
身

を
引
き
締
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

特
別
賞
の
室
井
氏
は
、
1
9
2
1
年
生
ま
れ

91
歳
の
現
役
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
41
年
東
京
音
楽
学

校
（
現
・
東
京
藝
術
大
学
）
を
首
席
で
卒
業
後
、

45
年
1
月
に
日
比
谷
公
会
堂
で
日
響
（
現
・
Ｎ

響
）
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
56
年
「
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
生
誕
2
0
0
年
記
念
祭
」
に
日
本
代

表
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
に
派
遣
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン

音
楽
大
学
に
留
学
。
ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
海
外

13
カ
国
で
演
奏
を
重
ね
名
声
を
高
め
、
64
年
に

は
ド
イ
ツ
で
「
世
界
1
5
0
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」

に
選
ば
れ
る
。
帰
国
後
、
74
歳
と
な
っ
た
95
年

か
ら
始
め
た
「
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
・
シ
リ
ー

ズ
」
は
23
回
を
数
え
、
今
も
な
お
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
多
く
の
人
々
に
感
動
を
贈
る
演
奏
活

動
を
続
け
て
い
る
。
室
井
氏
は
受
賞
の
喜
び
を

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
長
年
に
わ
た
り
私
を
見
守
り
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
愛
す
る
音
楽
と
共
に
生
き
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
、

楽
し
さ
を
皆
様
と
ご
一
緒
で
き
た
ら
、
こ
れ
以

上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
」

厳
し
く
、
優
し
く
、

豊
か
な
音
楽
人
生

贈
呈
式
に
続
い
て
、
ま
ず
室
井
氏
の
受
賞
記

念
演
奏
・
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
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モーツァルト「アダージョ ロ短調KV540」を披露する室井氏

好本惠氏（左）、富永壮彦氏を交えて楽しい受賞記念トークが行われた

フランス人作曲家の作品に想いを馳せた萩原氏の演奏
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